
　

１ 教育課程・学習支援 ２ 生徒支援 ４ 保健管理 ５ 主体性の育成

①グラデュエーション・ポリシー実
現に向けてカリキュラム・ポリシー
に掲げた教育活動を実施し、目標を
達成する教員組織が確立されてい
る。
②生徒がICTデバイスを学習ツール
の１つとして普段から活用し、目的
を持って情報の収集および整理・分
析をしている。

①生徒が諸規定を遵守し、基本的生
活習慣が確立されている。
②グラデュエーション・ポリシーに
挙げた資質・能力を身につけられる
ような活動を、生徒が積極的に立
案・実践している。

①生徒が学習環境や健康管理を自
主的に整える習慣が定着してい
る。
②生徒が生き生きとした学校生活
を送ることができるように、教育
相談体制が充実している。

①授業や行事等の内容が、生徒の
主体的学びにつながるよう、改善
を継続することができる。
②生徒が、授業や行事の中で、主
体的に学ぼうとする態度を持つこ
とができる。
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①生徒が自己理解を深め、自己実現
に向けて主体的かつ適切に進路を選
択する態度が醸成されている。
②進路選択のために、生徒自身が具
体的な活動を積極的に実施してい
る。

具体的取組

①自らの進路について考える機会の
充実と進路情報の効果的な活用を図
り、主体的かつ適切な進路選択を支
援する。
（目標）
面談やガイダンスを通して得た情報
により、進路目標を明確に持つこと
ができる生徒数を学年を追うごとに
増加させる。
３年生での目標指数95％以上

②模擬試験等を有効活用し、進路意
識向上・学力向上に努める。
（目標）
模試の事前及び事後指導を行った教
職員の目標指数95％以上

③進路選択に関わる自主的な活動を
生徒に促す。
（目標）
自主的な進路選択に関わる活動
（オープンキャンパス、地域連携活
動、大学との連携など）に参加した
生徒数を学年を追うごとに増加させ
る。
３年生での目標指数90％以上

業務改善のための取組 人権教育の推進

①教育の質保証のために、客観的データを活用して教育活動改善に取り組む。
②勝山市や地域との協働を通じて社会に開かれた学びを実現する。
③新たな取組に時間や労力を割けるように、教員の働き方改革を推進する。

すべての教科、特別活動などを関連付けて、学校生活全体で人権意識を涵養する。

重点目標

①カリキュラム・ポリシーに掲げた
教育活動を実践し、客観的評価に基
づいて、個人と組織でカリキュラム
マネジメントを実施する。
（目標）
1. カリキュラム・ポリシーを踏ま
えた授業計画作成に取り組んだ教職
員が全教職員の90%以上
2. 客観的評価や意見に基づく授業
改善活動として、授業改善会議に出
席し授業計画再設計に取り組んだ教
職員の目標指数90%以上

②授業においてICTデバイスを活用
し、探究的な学び（課題設定・情報
収集・整理・分析・まとめ・表現）
のために活用する。
（目標）
ICTデバイスを活用した探究学習な
どを全授業時数の４分の１以上で実
施した教職員の目標指数70％以上

①容儀を整え自発的に挨拶ができる
ように、全教職員の共通理解をはか
り、継続的な指導に取り組む。
（目標）
容儀が気になる生徒への注意や指導
を行う教職員の目標指数95％以上

②生徒の人権意識や規範意識が高ま
るように普段から声かけを行う。
（目標）
いじめを早期発見出来るように一人
一人の生徒を注視する教職員の目標
指数90％以上

③学校行事、ルールメイキングな
ど、生徒の自主的な活動を促す。
（目標）
自主的な活動に積極的に参加した生
徒の目標指数90％以上

①清掃活動に積極的に取り組み、
学習環境の美化に努める。
（目標）
学習環境の美化に積極的に取り組
んだ生徒の目標指数90％以上

②自身の健康管理や安全面に気を
付けながら学校生活を送ることが
できた生徒の目標指数80％以上

②不適応やいじめの早期発見・対
応と特別支援が必要な生徒への支
援の充実に努める。
（目標）
教育相談体制の充実に関する生
徒・保護者の満足度の目標指数
90％以上

①総合的な探究の時間、各教科、
各行事等の内容が、生徒の主体的
学びにつながるよう吟味し、実践
と省察を行う。
（目標）
自身の関係する授業、行事におい
て、生徒の主体的学びにつながる
ような内容の更新に心がけている
取組指数80％以上

②授業や行事の中で、自ら関心を
持ち意欲的に取り組めることを目
指し、実践と振り返りを行う。
（目標）
授業や行事の中で、今までの自分
のやり方を更新し、よりよいもの
にすることに心がけている生徒の
満足度の目標指数80％以上

３ 進路支援


